
　

5
月
20
日
、
第
2
回
お
し
ど
り
学
園

を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
甦
っ
た
大
山
の
避
難
小

屋
～
工
事
に
汗
を
流
す
人
た
ち
～
」
と

題
し
、
元
新
聞
記
者
で
フ
リ
ー
カ
メ
ラ

マ
ン
の
河
野
利
晴
さ
ん
が
講
演
を
行
い

ま
し
た
。

　

過
日
、
鳥
取
県
立
大
山
自
然
歴
史
館

の
協
力
を
得
て
、
町
公
民
館
ロ
ビ
ー
で

特
別
展
示
「
河
野
利
晴
写
真
パ
ネ
ル
展

～
甦
っ
た
大
山
の
避
難
小
屋
～
」
を
開

き
、
そ
れ
が
ご
縁
で
今
回
の
講
演
会
へ

と
実
を
結
び
ま
し
た
。

　

河
野
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
に
ネ
パ
ー

ル
、
イ
ン
ド
、
旧
ソ
連
、
韓
国
な
ど
を

旅
し
て
き
ま
し
た
。
地
元
の
大
山
を
愛

し
、
各
地
の
山
へ
足
を
運
び
、
山
を
撮

り
、
著
作
の
写
真
集
も
多
く
出
版
。
現

在
は
、
ネ
パ
ー
ル
支
援
米
子
ナ
マ
ス
テ

の
会
の
主
宰
を
し
て
い
ま
す
。

　

河
野
さ
ん
は
、
数
々
の
写
真
を
投
影

し
、
そ
の
時
の
状
況
を
詳
し
く
解
説
し

て
い
き
ま
し
た
。
く
ら
し
や
学
校
の
活

動
、
農
作
業
か
ら
始
ま
り
、
お
祭
り
な

ど
民
俗
・
風
習
へ
と
話
は
進
み
ま
す
。

学
園
生
は
、
普
段
体
験
で
き
な
い
貴
重

な
海
外
で
の
生
活
ぶ
り
を
、
体
験
者
の

河
野
さ
ん
か
ら
写
真
を
交
え
て
じ
っ
く

り
聞
き
、学
習
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
山
の
避
難
小
屋
工
事
密

着
取
材
の
話
に
。
工
事
着
工
か
ら
３
年

が
か
り
の
事
業
。そ
の
作
業
の
苦
労
を
、

登
山
者
の
人
に
見
て
も
ら
お
う
と
企
画

さ
れ
、
３
年
間
大
山
に
通
っ
て
工
事
の

様
子
を
撮
影
し
ま
し
た
。
登
山
道
の
木

道
の
石
段
か
ら
始
ま
り
、
小
屋
改
修
か

ら
頂
上
へ
と
、
平
地
と
は
違
う
高
所
で

の
過
酷
な
作
業
を
克
明
な
記
録
で
残
し

ま
し
た
。

　

学
園
生
に
は
、
一
つ
の
こ
と
に
打
ち

込
む
河
野
さ
ん
の
熱
意
が
伝
わ
る
講
演

会
と
な
り

ま
し
た
。
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▼
第
２
回
お
し
ど
り
学
園

貴
重
な
体
験
談
か
ら
世
界
的
視
野
へ
の
広
が
り
を

▲「写真を撮って仲良しにな
り交流を深めた」と河野さん

日
　
時
　

7
月
15
日
（
金
）
午
前
9
時
30
分
／
場
　
所
　
町
公
民
館
　
講
堂

講
　
演
　「
特
殊
詐
欺
の
未
然
防
止
に
つ
い
て
」

講
　
師
　
黒
坂
警
察
署
根
雨
駐
在
所
警
部
補
　
加
武
田
健
二
さ
ん

【
問
合
せ
・
申
込
み
先
】
町
公
民
館
（
７
４-

０
２
１
２
）

次
回
お
し
ど
り
学
園
の
ご
案
内

おしゃべりカフェ  ついに３万人達成！
　４月26日、町公民館で、地域のコミュ
ニケーションの場として開いている「お
しゃべりカフェ」の利用者が、３万人を
突破しました。
　記念すべき３万人目は、中原勝江さん
（黒坂）。中原さんは、毎週夫婦で百歳体
操に来て、体操後のひとときはカフェで
コーヒーを楽しまれている常連さんで
す。自身が３万人目と聞いて、ビックリ
されていました。中原さんには、スタッ
フから記念の花束と記念品のマグカップが贈られました。
　おしゃべりカフェは、平成 25 年６月にスタート。新型コロナウイルス感染
症予防対策でお休みの時もありましたが、コロナ対策をしっかりとって開店し、
オープン９年目で３万人達成となりました。前回の２万５千人達成（令和元年
10月）から２年半で５千人に利用いただいています。
　皆さん、身も心もあったまるおいしいコーヒーが飲めるおしゃべりカフェに
どうぞお越しください。（開店日：毎週火・木曜日　時間：午前 10 時～午後 3時）

▲花束を贈られ喜ぶ中原さんご夫妻

▲参加者の問いに、講演
後も写真解説は続く
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　４月 15 日、根雨小学校で、交通安全教室が行わ
れました。
　今年度、根雨小学校の児童は日野中校舎で学校生
活を送っています。通学路も今までとは少し変わっ
ているため、安全な歩き方や横断歩道の渡り方、踏
切の通り方などについて、黒坂警察署と根雨駐在所
の方から話がありました。
　立ち止まること、よく見て渡ること、周りの音も
ちゃんと確認することなど、安全な登下校をするた
めに大切なことを教わりました。
　話を聞いた後は、登校班ごとに、体育館内に作っ
た通学路コースを歩きながら練習しました。児童た
ちは一列に並んで歩いたり、きちんと止まったり、
左右を指さし確認して、元気よく手を上げて渡って

いました。この練習を踏まえ、子どもたちは登校班
に分かれて集団下校しました。
　交通安全母の会の皆さんからは、新１年生に安全
タスキのプレゼントがありました。また、日野町地
域防犯・生活安全パトロール協議会の皆さんは、下
校時などにパトロールをしてくださっています。
　地域全体で子どもたちの安全を見守ることが大切
です。今年度も事
故や事件などな
く、子どもたちが
安心安全に学校生
活を過ごせるよう
願っています。

『根雨小学校交通安全教室（春）』

『黒坂小学校避難訓練』
　５月９日、黒坂小学校で、火災
を想定した避難訓練が行われまし
た。
　１階の給湯室から出火したとい
う設定で火災発生の放送があり、
子どもたちは教室の外へ。指示の
あった避難場所（校庭、鉄棒前）
に集まり、煙を吸い込まないよう
にと、鼻と口をハンカチや手など
で覆いながら、避難を行いました。
避難完了までの時間は、２分７秒
でした。
　また、町危機管理監の天野智さ
んに避難訓練の様子を見てもらい、
避難時のきまりである「おはしも」

＋「て」について説明を受けました。
日ごろから低学年に対して気にか
けることができるよう、基本の「お
はしも」に、「て」がプラスされて
います。
　火災だけでなく、地震や水害な
ど、災害はいつどこで起こるか分
かりません。いろいろな状況を想
定した避難の仕方を日ごろから考
えたり、話し合ったりして、自分
のまわりの環境なども気にしてみ
ることが大切です。防災について
も、「日ごろから」の地域のつなが
りが重要だと考えながら、日々を
過ごしていきましょう。

　今年度は、令和5年度の「日野学園」開校に向けて、黒坂小学校、根雨小学校、日野中学校、それぞ
れの学校の〝ラストイヤー” となります。「日野学園」に希望を抱きながら、最後の一年間が充実したも
のになるよう協力していけたらと思います。感染症防止対策を取りながら、子どもたちの学ぶ機会や経験
などが損なわれることなく、学校・家庭・地域が一体となってみんなで子どもたちを育てていきましょう。

お…押さない。
は…走らない。
し…しゃべらない。
も…戻らない。
て…低学年優先。

▶指さし確認！周りをよく見て渡りましょう

令和 4年度スタート！


